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(57)【要約】
　高い熱膨張係数を有する第１のポリマーおよび低い熱
膨張係数を有する第２のポリマーを含有する少なくとも
１つのコポリマーシートを含む包装材料が記載される。
いくつかの構造では、コポリマーシートは、第１のポリ
マーの第１の層および第２のポリマーの第２の層を有す
るバイモルフ構造の１つまたは複数の部分を含む。また
、第１の層と第２の層を結合してコポリマーシートを形
成し、コポリマーシートの別個の部分を加熱して画定さ
れた層を破壊し、第１の層および第２の層のバイモルフ
構造を有する別個の部分を形成することによって包装材
料を製造する方法、ならびに包装材料を調製するのに有
用なキットが記載される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　高い熱膨張係数を有する第１のポリマーおよび低い熱膨張係数を有する第２のポリマー
を含む少なくとも１つのコポリマーシートを含む包装材料であって、
コポリマーシートが、第１のポリマーの第１の層および第２のポリマーの第２の層を含む
バイモルフ構造の１つまたは複数の部分を含む、包装材料。
【請求項２】
　熱安定性である、請求項１に記載の包装材料。
【請求項３】
　約－５０℃～約６５℃の温度で安定である、請求項１に記載の包装材料。
【請求項４】
　第１の層が、約１０μｍ～約１ｍｍの厚さを有する、請求項１に記載の包装材料。
【請求項５】
　第２の層が、約１０μｍ～約１ｍｍの厚さを有する、請求項１に記載の包装材料。
【請求項６】
　少なくとも１つのコポリマーシートが、約２０μｍ～約２ｍｍの厚さを有する、請求項
１に記載の包装材料。
【請求項７】
　第１のポリマーが、線状低密度ポリエチレン、高密度ポリエチレン、超高分子量ポリエ
チレン、ポリオキシメチレン（アセタール）、ポリフッ化ビニリデン（ＰＶＤＦ）、また
はそれらの組合せから選択される、請求項１に記載の包装材料。
【請求項８】
　第２のポリマーが、ポリエチレンテレフタラート、ナイロン、ポリカルボナート、ポリ
エーテルエーテルケトン（ＰＥＥＫ）、ポリイミド、ポリエーテルイミド、またはそれら
の組合せから選択される、請求項１に記載の包装材料。
【請求項９】
　少なくとも１つのコポリマーシートが、複数のコポリマーシートを備える、請求項１に
記載の包装材料。
【請求項１０】
　複数のコポリマーシートが、互いに結合して多層シートを形成する、請求項９に記載の
包装材料。
【請求項１１】
　多層シートにおける第１のコポリマーシートのバイモルフ構造の１つまたは複数の部分
が、多層シートにおける第２のコポリマーシートの１つまたは複数のコポリマー部分に結
合している、請求項１０に記載の包装材料。
【請求項１２】
　コポリマーシートのバイモルフ構造の１つまたは複数の部分が、約２ｍｍ～約２０ｍｍ
の幅を有する、請求項１に記載の包装材料。
【請求項１３】
　コポリマーシートのバイモルフ構造の１つまたは複数の部分が、合計約２０μｍ～約１
０ｍｍの厚さを有する、請求項１に記載の包装材料。
【請求項１４】
　コポリマーシートのバイモルフ構造の１つまたは複数の部分が、中性温度を超える温度
で変形して、１つまたは複数のポケットを作り出すように適合されている、請求項１に記
載の包装材料。
【請求項１５】
　コポリマーシートのバイモルフ構造の１つまたは複数の部分が、中性温度またはそれ未
満で変形を元に戻すように適合されている、請求項１４に記載の包装材料。
【請求項１６】
　中性温度が、約－２０℃～約２０℃である、請求項１４に記載の包装材料。
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【請求項１７】
　コポリマーシートのバイモルフ構造の１つまたは複数の部分が、変形後にバイモルフ構
造の１つまたは複数の部分の幅を最大約２０％低減するように適合されている、請求項１
４に記載の包装材料。
【請求項１８】
　コポリマーシートのバイモルフ構造の１つまたは複数の部分が、変形後にバイモルフ構
造の１つまたは複数の部分の厚さを最大約５５００％増大させるように適合されている、
請求項１４に記載の包装材料。
【請求項１９】
　変形後の、コポリマーシートのバイモルフ構造の１つまたは複数の部分の厚さが、約１
００μｍ～約３０ｍｍである、請求項１８に記載の包装材料。
【請求項２０】
　包装材料を製造する方法であって、
高い熱膨張係数を有する第１のポリマーを含む第１の層を、低い熱膨張係数を有する第２
のポリマーを含む第２の層に結合して、少なくとも１つのコポリマーシートを形成するこ
と、ならびに
少なくとも１つのコポリマーシートの１つまたは複数の別個の部分を加熱して、コポリマ
ーシートに、第１のポリマーの第１の層および第２のポリマーの第２の層を含むバイモル
フ構造の１つまたは複数の部分を形成すること
を含む、方法。
【請求項２１】
　包装材料が、熱安定性である、請求項２０に記載の方法。
【請求項２２】
　包装材料が、約－５０℃～約６５℃の温度で安定である、請求項２０に記載の方法。
【請求項２３】
　コポリマーシートに熱応力をかけて、バイモルフ構造の１つまたは複数の部分を変形す
ることをさらに含む、請求項２０に記載の方法。
【請求項２４】
　コポリマーシートに熱応力をかけて、バイモルフ構造の１つまたは複数の部分を変形す
ることによって、コポリマーシートに１つまたは複数のポケットを作り出す、請求項２３
に記載の方法。
【請求項２５】
　少なくとも１つのコポリマーシートが、複数のコポリマーシートを備える、請求項２０
に記載の方法。
【請求項２６】
　複数のコポリマーシートを互いに結合して、多層シートを形成することをさらに含む、
請求項２５に記載の方法。
【請求項２７】
　複数のコポリマーシートを結合することが、低電力スポット結合、ライン結合、超音波
溶接、溶媒結合、接着性結合、点熱結合、またはそれらの組合せを含む、請求項２６に記
載の方法。
【請求項２８】
　複数のコポリマーシートを結合することが、多層シートにおける第１のコポリマーシー
トのバイモルフ構造の１つまたは複数の部分を、多層シートにおける第２のコポリマーシ
ートの１つまたは複数のコポリマー部分に結合することを含む、請求項２６に記載の方法
。
【請求項２９】
　コポリマーシートの１つまたは複数の別個の部分を加熱することが、加熱ローラーエン
ボス技術を使用してコポリマーシートを加熱することを含む、請求項２０に記載の方法。
【請求項３０】
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　中性温度を超える温度にコポリマーシートを曝露することに応じて、バイモルフ構造の
１つまたは複数の部分を変形させて、１つまたは複数のポケットを作り出すことをさらに
含む、請求項２０に記載の方法。
【請求項３１】
　中性温度が、約－２０℃～約２０℃である、請求項３０に記載の方法。
【請求項３２】
　周囲熱を制御すること、コポリマーシートを延伸すること、またはそれらの組合せによ
って、中性温度を設定することをさらに含む、請求項３０に記載の方法。
【請求項３３】
　コポリマーシートのバイモルフ構造の１つまたは複数の部分が、中性温度またはそれ未
満で変形を元に戻すように適合されている、請求項３０に記載の方法。
【請求項３４】
　コポリマーシートのバイモルフ構造の１つまたは複数の部分が、変形後にバイモルフ構
造の１つまたは複数の部分の幅を最大約２０％低減するように適合されている、請求項３
０に記載の方法。
【請求項３５】
　コポリマーシートのバイモルフ構造の１つまたは複数の部分が、変形後にバイモルフ構
造の１つまたは複数の部分の厚さを最大約５５００％増大させるように適合されている、
請求項３０に記載の方法。
【請求項３６】
　変形後の、コポリマーシートのバイモルフ構造の１つまたは複数の部分の厚さが、約１
００μｍ～約３０ｍｍである、請求項３５に記載の方法。
【請求項３７】
　第１の層が、約１０μｍ～約１ｍｍの厚さを有する、請求項２０に記載の方法。
【請求項３８】
　第２の層が、約１０μｍ～約１ｍｍの厚さを有する、請求項２０に記載の方法。
【請求項３９】
　コポリマーシートが、約２０μｍ～約２ｍｍの厚さを有する、請求項２０に記載の方法
。
【請求項４０】
　コポリマーシートのバイモルフ構造の１つまたは複数の部分が、約２ｍｍ～約２０ｍｍ
の幅を有する、請求項２０に記載の方法。
【請求項４１】
　コポリマーシートのバイモルフ構造の１つまたは複数の部分が、合計約２０μｍ～約１
０ｍｍの厚さを有する、請求項２０に記載の方法。
【請求項４２】
　第１のポリマーが、線状低密度ポリエチレン、高密度ポリエチレン、超高分子量ポリエ
チレン、ポリオキシメチレン（アセタール）、ポリフッ化ビニリデン（ＰＶＤＦ）、また
はそれらの組合せから選択される、請求項２０に記載の方法。
【請求項４３】
　第２のポリマーが、ポリエチレンテレフタラート、ナイロン、ポリカルボナート、ポリ
エーテルエーテルケトン（ＰＥＥＫ）、ポリイミド、ポリエーテルイミド、またはそれら
の組合せから選択される、請求項２０に記載の方法。
【請求項４４】
　高い熱膨張係数を有する第１のポリマーおよび低い熱膨張係数を有する第２のポリマー
を含む少なくとも１つのコポリマーシート、ならびに
少なくとも１つのコポリマーシートを使用するための指示
を含む、包装材料を調製するためのキットであって、
少なくとも１つのコポリマーシートが、第１のポリマーの第１の層および第２のポリマー
の第２の層を含むバイモルフ構造の１つまたは複数の部分を含む、キット。
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【請求項４５】
　包装材料が、熱安定性である、請求項４４に記載のキット。
【請求項４６】
　包装材料が、約－５０℃～約６５℃の温度で安定である、請求項４４に記載のキット。
【請求項４７】
　第１の層が、約１０μｍ～約１ｍｍの厚さを有する、請求項４４に記載のキット。
【請求項４８】
　第２の層が、約１０μｍ～約１ｍｍの厚さを有する、請求項４４に記載のキット。
【請求項４９】
　コポリマーシートが、約２０μｍ～約２ｍｍの厚さを有する、請求項４４に記載のキッ
ト。
【請求項５０】
　第１のポリマーが、線状低密度ポリエチレン、高密度ポリエチレン、超高分子量ポリエ
チレン、ポリオキシメチレン（アセタール）、ポリフッ化ビニリデン（ＰＶＤＦ）、また
はそれらの組合せから選択される、請求項４４に記載のキット。
【請求項５１】
　第２のポリマーが、ポリエチレンテレフタラート、ナイロン、ポリカルボナート、ポリ
エーテルエーテルケトン（ＰＥＥＫ）、ポリイミド、ポリエーテルイミド、またはそれら
の組合せから選択される、請求項４４に記載のキット。
【請求項５２】
　少なくとも１つのコポリマーシートが、複数のコポリマーシートを備える、請求項４４
に記載のキット。
【請求項５３】
　複数のコポリマーシートが、互いに結合して多層シートを形成する、請求項５２に記載
のキット。
【請求項５４】
　多層シートにおける第１のコポリマーシートのバイモルフ構造の１つまたは複数の部分
が、多層シートにおける第２のコポリマーシートの１つまたは複数のコポリマー部分に結
合している、請求項５３に記載のキット。
【請求項５５】
　コポリマーシートのバイモルフ構造の１つまたは複数の部分が、約２ｍｍ～約２０ｍｍ
の幅を有する、請求項４４に記載のキット。
【請求項５６】
　コポリマーシートのバイモルフ構造の１つまたは複数の部分が、合計約２０μｍ～約１
０ｍｍの厚さを有する、請求項４４に記載のキット。
【請求項５７】
　コポリマーシートのバイモルフ構造の１つまたは複数の部分が、中性温度を超える温度
で変形して、１つまたは複数のポケットを作り出すように適合されている、請求項４４に
記載のキット。
【請求項５８】
　コポリマーシートのバイモルフ構造の１つまたは複数の部分が、中性温度またはそれ未
満で変形を元に戻すように適合されている、請求項５７に記載のキット。
【請求項５９】
　中性温度が、約－２０℃～約２０℃である、請求項５７に記載のキット。
【請求項６０】
　コポリマーシートのバイモルフ構造の１つまたは複数の部分が、変形後にバイモルフ構
造の１つまたは複数の部分の幅を最大約２０％低減するように適合されている、請求項５
７に記載のキット。
【請求項６１】
　コポリマーシートのバイモルフ構造の１つまたは複数の部分が、変形後にバイモルフ構
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造の１つまたは複数の部分の厚さを最大約５５００％増大させるように適合されている、
請求項５７に記載のキット。
【請求項６２】
　変形後の、コポリマーシートのバイモルフ構造の１つまたは複数の部分の厚さが、約１
００μｍ～約３０ｍｍである、請求項６１に記載のキット。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　通常は薄手フィルム包装を用いる、または陳列包装を利用するが、製品が完全であり、
不変であることを必要とする商品には、温度変化に対して断熱を増強することが有益であ
ろう。大部分の種類の菓子および他の食料品は、温度感受性であるが、単位原価が低く、
販売用包装に大きく依存しないために、低価格で小量の包装で販売されている。同様に、
冷却保存場所の間で輸送され、または消費者による購入時にすぐには冷蔵されない、最小
限に包装された任意の冷蔵または冷却食料品には、断熱の改善が有益であろう。
【０００２】
　温度変化に応じて包装を膨張させる現在の方法では、通常は、相変化型発泡剤または高
価で複雑な形状記憶材料が利用されている。低コストで簡単な製造技術によって動的断熱
が得られることが必要である。このような断熱は、正または負の温度変動から保護すると
同時に、温度変動に対して速やかな断熱応答を生じる必要があろう。さらに、このような
熱膨張フィルムを製造する方法が必要である。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　いくつかの実施形態では、包装材料は、高い熱膨張係数を有する第１のポリマーおよび
低い熱膨張係数を有する第２のポリマーを含有する、少なくとも１つのコポリマーシート
を含むことができる。コポリマーシートは、第１のポリマーの第１の層および第２のポリ
マーの第２の層を有するバイモルフ構造の１つまたは複数の部分を含むことができる。
【０００４】
　いくつかの実施形態では、包装材料を製造する方法は、高い熱膨張係数を有する第１の
ポリマーを含む第１の層を、低い熱膨張係数を有する第２のポリマーを含む第２の層に結
合して、少なくとも１つのコポリマーシートを形成すること、ならびに少なくとも１つの
コポリマーシートの１つまたは複数の別個の部分を加熱して、コポリマーシートに、バイ
モルフ構造の１つまたは複数の部分を形成することを含むことができる。バイモルフ構造
は、第１のポリマーの第１の層および第２のポリマーの第２の層を含むことができる。
【０００５】
　いくつかの実施形態では、包装材料を調製するためのキットは、高い熱膨張係数を有す
る第１のポリマーおよび低い熱膨張係数を有する第２のポリマーを含む少なくとも１つの
コポリマーシート、ならびに少なくとも１つのコポリマーシートを使用するための指示を
含むことができる。少なくとも１つのコポリマーシートは、第１のポリマーの第１の層お
よび第２のポリマーの第２の層を含むバイモルフ構造の１つまたは複数の部分を含むこと
ができる。
【０００６】
　先の概要は、単に例示的なものであり、いかなる方式でも制限することを意図しない。
前述の例示的な態様、実施形態、および特徴に加えて、さらなる態様、実施形態、および
特徴が、図および以下の詳細な説明を参照することによって明らかになろう。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１Ａ】本明細書に記載の実施形態による様々なコポリマーシートを示す図である。図
１Ａは、一実施形態による結合したコポリマーシートを示す。
【図１Ｂ】本明細書に記載の実施形態による様々なコポリマーシートを示す図である。図
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１Ｂは、一実施形態による別個のバイモルフ部分を有するコポリマーシートを示す。
【図１Ｃ】本明細書に記載の実施形態による様々なコポリマーシートを示す図である。図
１Ｃは、一実施形態による熱応力下のコポリマーシートを示す。
【図２】中性温度における、別個に結合し積み重ねられた、本明細書に記載の実施形態に
よる包装材料の複数のコポリマーシートを示す図である。
【図３】中性温度を超えて上昇した温度における、別個に結合し積み重ねられた、本明細
書に記載の実施形態による包装材料の複数のコポリマーシートを示す図である。
【図４】本明細書に記載の実施形態によるコポリマーシートの２つの可能な二次元レイア
ウト、ならびにそれらの対応する多層構造、すなわち直交（図４Ａ）および平行（図４Ｂ
）を示す図である。
【図５】本明細書に記載の実施形態による平行配向を有する包装材料の、例示的なロール
形成を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下の詳細な説明では、この文書の一部を形成する添付の図を参照する。図中の類似の
記号は、通常は、文脈によって別段指定されない限り、類似の成分を識別する。詳細な説
明、図、および特許請求の範囲に記載の例示的な実施形態は、制限することを意味しない
。他の実施形態を使用することもでき、この文書に提示の主題の精神または範囲から逸脱
することなく、他の変更を加えることができる。本開示の態様は、この文書に一般に記載
され、図に例示されている通り、多種多様な異なる構造で配置し、置換し、組み合わせ、
分離し、設計することができ、これらはすべて本開示の範囲に含まれることが明確に企図
されることを、容易に理解されよう。
【０００９】
　本明細書に記載の実施形態は、著しくその厚さを膨張させることによって、所定の中性
温度からの温度変化に応答するポリマー包装材料を対象とする。本明細書で使用される場
合、中性温度は、包装材料がそのバイモルフ層間で歪みを示さない（すなわち、包装材料
のバイモルフ部分が本質的に平坦であり、ほとんどまたはまったく作動しない）温度を指
す。通常は、中性温度は、シートを形成した温度および形状となり得る。いくつかの実施
形態では、包装材料は、中性温度を超える温度で作動する。いくつかの実施形態では、包
装材料は、中性温度未満の温度で作動する。
【００１０】
　ポリマー包装材料は、例えば多層ポリマー包装材料であり得る。図１Ｂに示されている
通り、いくつかの実施形態では、包装材料は、高い熱膨張係数を有する第１のポリマー１
００および低い熱膨張係数を有する第２のポリマー１１０を含む、少なくとも１つのコポ
リマーシート１２０を含むことができる。いくつかの実施形態では、コポリマーシートは
、第１のポリマー１００の第１の層および第２のポリマー１１０の第２の層を含む、バイ
モルフ構造１３０の１つまたは複数の部分を含む。いくつかの実施形態では、コポリマー
シートは、均質な領域１４０の１つまたは複数の部分を含み、そこではバイモルフ構造の
２つのポリマー間の描写は、コポリマーを作り出すために排除されている。
【００１１】
　いくつかの実施形態では、包装材料の厚さが膨張することによって、断熱が増強する。
このことは、開示のポリマーに固有の特性を使用して達成することができ、相変化剤を添
加する必要はない。製作は、標準的な連続処理技術および既存の食品包装ポリマーを使用
して実施することができる。例えば架橋、コポリマーの使用、または高度テクニカルポリ
マーの使用などの、さらなる技術的な改変を、本明細書に記載の包装材料または方法に加
えることができる。
【００１２】
　温度変動に晒される包装フィルムに、広範なポリマー熱膨張係数（ＣＴＥ）を上手く利
用できる場合、断熱特性を著しく改善することができる。図１Ａ～１Ｃに示されている通
り、異なるＣＴＥを有する２つの結合材料のバイモルフ細片は、熱作動の原理に従う。結
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合材料の熱膨張が異なることにより、細片は、加熱されると曲がり、中性温度に冷却され
るとその本来の形状に戻ることができる。中性温度未満に冷却される場合でも、類似の屈
曲が生じ得る。
【００１３】
　断熱特性の実質的な変動は、本明細書に記載の実施形態の包装材料を使用して達成する
ことができる。図２および３は、コポリマーシートの複数層を含む包装材料の、活性な最
終形態の作用を示す。図２は、中性温度におけるコポリマーシート２３０の複数層を示し
ており、図３は、コポリマーシート３３０の複数層の熱作動された形態、すなわち中性温
度を超える温度に晒された場合の外観を示している。中性温度を超えると、コポリマーシ
ート３３０の複数層の厚さが実質的に増大され、包装材料３４０内に密閉された自由空間
３５０が生じ得る。
【００１４】
　図２に示されている通り、コポリマーシート２３０間の結合は、包装材料２４０におけ
る下側シートのバイモルフ領域２２０の中間点と、上側シートの均質な領域２１０の中間
点との間に形成され得る。図３に示されている通り、熱作動中に、コポリマーシート３３
０内の結合材料の異なる熱膨張によって、シート３３０のバイモルフ領域３２０が曲がり
、それによってコポリマーシート３３０の複数層間に自由空間３５０のポケットが形成さ
れ得る。シート３３０は、熱作動中、それらの縦断面にわたってわずかに収縮し得るので
、わずかに緩い包装、端部のひだ（fold）、または適切には弾性の端部材料を使用して、
包装材料にかかる不必要な応力を最小限に抑えることができる。
【００１５】
　いくつかの実施形態では、包装材料は、熱安定性である。本明細書で使用される場合、
用語「熱安定性」は、温度変化に起因するその化学的または物理的構造の不可逆的変化に
抵抗する、包装材料の質を指す。いくつかの実施形態では、包装材料は、約－５０℃～約
６５℃の温度で安定である。例えば、包装材料は、約－５０℃～約４５℃、約－５０℃～
約２５℃、約－３０℃～約６５℃、約－３０℃～約４５℃、約－３０℃～約２５℃、約－
１０℃～約６５℃、約－１０℃～約４５℃、約－１０℃～約２５℃、またはそれらの組合
せの温度で安定である。いくつかの実施形態では、包装材料は、約－１０℃、約－５℃、
約０℃、約１０℃、約２０℃、約３０℃、約４５℃、約５０℃、約６５℃、またはこれら
の値の任意の２つの間の範囲の温度で安定である。
【００１６】
　本明細書に記載の実施形態による包装材料の作動曲率は、コポリマーシートの層の厚さ
によって強い影響を受け得る。例えば、コポリマーシートの層が薄いほど、曲率が上昇し
得る。いくつかの実施形態では、少なくとも１つのコポリマーシートは、約２０μｍ～約
２ｍｍの厚さを有する。例えば、少なくとも１つのコポリマーシートは、約２０μｍ～約
１．５ｍｍ、約２０μｍ～約１ｍｍ、約２０μｍ～約５００μｍ、約２０μｍ～約４００
μｍ、約２０μｍ～約３００μｍ、約２０μｍ～約２００μｍ、またはそれらの組合せの
厚さを有する。いくつかの実施形態では、少なくとも１つのコポリマーシートは、約２０
μｍ、約４０μｍ、約６０μｍ、約８０μｍ、約１００μｍ、約１２５μｍ、約１５０μ
ｍ、約１７５μｍ、約２００μｍ、約４００μｍ、約６００μｍ、約８００μｍ、約１ｍ
ｍ、約１．５ｍｍ、約２ｍｍ、またはこれらの値の任意の２つの間の範囲の厚さを有する
。
【００１７】
　いくつかの実施形態では、本明細書に記載の実施形態によるコポリマーシートの第１の
層および第２の層は、サブミリメートルの厚さで形成される。いくつかの実施形態では、
第１のポリマーの第１の層は、約１０μｍ～約１ｍｍの厚さを有する。例えば、第１のポ
リマーの第１の層は、約１０μｍ～約７５０μｍ、約１０μｍ～約５００μｍ、約１０μ
ｍ～約２５０μｍ、約１０μｍ～約１００μｍ、またはそれらの組合せの厚さを有する。
いくつかの実施形態では、第１のポリマーの第１の層は、約１０μｍ、約２０μｍ、約３
０μｍ、約４０μｍ、約５０μｍ、約６０μｍ、約７０μｍ、約８０μｍ、約９０μｍ、
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約１００μｍ、約２００μｍ、約４００μｍ、約６００μｍ、約８００μｍ、約１ｍｍ、
またはこれらの値の任意の２つの間の範囲の厚さを有する。
【００１８】
　いくつかの実施形態では、第１のポリマーは、線状低密度ポリエチレン、高密度ポリエ
チレン、超高分子量ポリエチレン、ポリオキシメチレン（アセタール）、ポリフッ化ビニ
リデン（ＰＶＤＦ）、またはそれらの組合せから選択される。いくつかの実施形態では、
第１のポリマーは、高い熱膨張係数を有する。いくつかの実施形態では、第１のポリマー
は、少なくとも約７０μｍ／ｍＫの熱膨張係数を有する。いくつかの実施形態では、第１
のポリマーは、約７０μｍ／ｍＫ～約２５０μｍ／ｍＫ、９０μｍ／ｍＫ～約２５０μｍ
／ｍＫ、１１０μｍ／ｍＫ～約２５０μｍ／ｍＫ、１５０μｍ／ｍＫ～約２５０μｍ／ｍ
Ｋ、またはそれらの組合せの熱膨張係数を有する。いくつかの実施形態では、第１のポリ
マーは、約７０μｍ／ｍＫ、９０μｍ／ｍＫ、１１０μｍ／ｍＫ、１３０μｍ／ｍＫ、１
５０μｍ／ｍＫ、１７０μｍ／ｍＫ、２００μｍ／ｍＫ、２２０μｍ／ｍＫ、２５０μｍ
／ｍＫ、またはこれらの値の任意の２つの間の範囲の熱膨張係数を有する。
【００１９】
　いくつかの実施形態では、第２のポリマーの第２の層は、約１０μｍ～約１ｍｍの厚さ
を有する。例えば、第２のポリマーの第２の層は、約１０μｍ～約７５０μｍ、約１０μ
ｍ～約５００μｍ、約１０μｍ～約２５０μｍ、約１０μｍ～約１００μｍ、またはそれ
らの組合せの厚さを有することができる。いくつかの実施形態では、第２のポリマーの第
２の層は、約１０μｍ、約２０μｍ、約３０μｍ、約４０μｍ、約５０μｍ、約６０μｍ
、約７０μｍ、約８０μｍ、約９０μｍ、約１００μｍ、約２００μｍ、約４００μｍ、
約６００μｍ、約８００μｍ、約１ｍｍ、またはこれらの値の任意の２つの間の範囲の厚
さを有することができる。
【００２０】
　いくつかの実施形態では、第２のポリマーは、ポリエチレンテレフタラート、ナイロン
、ポリカルボナート、ポリエーテルエーテルケトン（ＰＥＥＫ）、ポリイミド、ポリエー
テルイミド、またはそれらの組合せから選択される。いくつかの実施形態では、第２のポ
リマーは、低い熱膨張係数を有する。いくつかの実施形態では、第２のポリマーは、約８
０μｍ／ｍＫまたはそれ未満の熱膨張係数を有する。いくつかの実施形態では、第２のポ
リマーは、約１０μｍ／ｍＫ～約８０μｍ／ｍＫ、約１０μｍ／ｍＫ～約７０μｍ／ｍＫ
、約１０μｍ／ｍＫ～約５０μｍ／ｍＫ、約１０μｍ／ｍＫ～約４０μｍ／ｍＫ、約１０
μｍ／ｍＫ～約３０μｍ／ｍＫ、約１０μｍ／ｍＫ～約２０μｍ／ｍＫ、またはそれらの
組合せの熱膨張係数を有する。いくつかの実施形態では、第２のポリマーは、約１０μｍ
／ｍＫ、約２０μｍ／ｍＫ、約３０μｍ／ｍＫ、約４０μｍ／ｍＫ、約５０μｍ／ｍＫ、
約６０μｍ／ｍＫ、約７０μｍ／ｍＫ、約８０μｍ／ｍＫ、またはこれらの値の任意の２
つの間の範囲の熱膨張係数を有する。
【００２１】
　いくつかの実施形態では、包装材料は、可撓性である。いくつかの実施形態では、コポ
リマーシートの曲げ弾性率は、既存の可撓性包装材料に類似していてもよい。曲げ弾性率
は、コポリマーシートの形状（すなわち、厚さおよび面積）、および材料に固有の弾力性
の特性（弾性率）の関数である。いくつかの実施形態では、少なくとも１つのコポリマー
シートは、複数のコポリマーシートを備える。いくつかの実施形態では、複数のコポリマ
ーシートは、互い結合して多層シートを形成する。いくつかの実施形態では、多層シート
における第１のコポリマーシートのバイモルフ構造の１つまたは複数の部分は、多層シー
トにおける第２のコポリマーシートの１つまたは複数のコポリマー部分に結合している。
【００２２】
　いくつかの実施形態では、少なくとも１つのコポリマーシートは、一連のバイモルフ部
分を含む。いくつかの実施形態では、コポリマーシートにおけるバイモルフ構造の１つま
たは複数の部分は、約２ｍｍ～約２０ｍｍの幅を有する。例えば、バイモルフ構造の１つ
または複数の部分は、約２ｍｍ～約５０ｍｍ、約２ｍｍ～約４０ｍｍ、約２ｍｍ～約３０
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ｍｍ、約２ｍｍ～約１０ｍｍ、約２．５ｍｍ～約５０ｍｍ、約２．５ｍｍ～約４０ｍｍ、
約２．５ｍｍ～約３０ｍｍ、約２．５ｍｍ～約２０ｍｍ、約２．５ｍｍ～約１０ｍｍ、約
１．５ｍｍ～約５０ｍｍ、約１．５ｍｍ～約４０ｍｍ、約１．５ｍｍ～約３０ｍｍ、約１
．５ｍｍ～約２０ｍｍ、またはそれらの組合せの幅を有する。いくつかの実施形態では、
コポリマーシートにおけるバイモルフ構造の１つまたは複数の部分は、約１．５ｍｍ、約
２ｍｍ、約２．５ｍｍ、約３ｍｍ、約５ｍｍ、約７ｍｍ、約１０ｍｍ、約１５ｍｍ、約２
０ｍｍ、またはこれらの値の任意の２つの間の範囲の幅を有する。
【００２３】
　いくつかの実施形態では、コポリマーシートにおけるバイモルフ構造の１つまたは複数
の部分は、例えば熱作動によって変形した後、バイモルフ構造の１つまたは複数の部分の
幅を最大約１０％～約７５％低減するように適合されている。例えば、変形後のバイモル
フ構造の１つまたは複数の部分の幅の低減は、最大約５０％、最大約３０％、最大約２５
％、最大約２０％、最大約１５％、最大約１０％、約１０％、約２０％、約２５％、約３
０％、約５０％、約７５％、またはこれらの値の任意の２つの間の範囲であり得る。
【００２４】
　いくつかの実施形態では、コポリマーシートにおけるバイモルフ構造の１つまたは複数
の部分は、約２０μｍ～約１０ｍｍの厚さを有する。例えば、コポリマーシートにおける
バイモルフ構造の１つまたは複数の部分は、約２０μｍ～約５ｍｍ、約２０μｍ～約３ｍ
ｍ、約２０μｍ～約１ｍｍ、約２０μｍ～約５００μｍ、約３０μｍ～約５ｍｍ、約３０
μｍ～約３ｍｍ、約３０μｍ～約１ｍｍ、約３０μｍ～約５００μｍ、約４０μｍ～約５
ｍｍ、約４０μｍ～約３ｍｍ、約４０μｍ～約１ｍｍ、約４０μｍ～約５００μｍ、約５
０μｍ～約５ｍｍ、約５０μｍ～約３ｍｍ、約５０μｍ～約１ｍｍ、約５０μｍ～約５０
０μｍ、またはそれらの組合せの厚さを有する。いくつかの実施形態では、コポリマーシ
ートにおけるバイモルフ構造の１つまたは複数の部分は、約５０μｍ、約１００μｍ、約
２００μｍ、約３００μｍ、約４０μｍ、約５００μｍ、約１ｍｍ、約５ｍｍ、約１０ｍ
ｍ、またはこれらの値の任意の２つの間の範囲の厚さを有する。
【００２５】
　いくつかの実施形態では、コポリマーシートにおけるバイモルフ構造の１つまたは複数
の部分は、厚さが最大約３００％～約５５００％増大するように適合されている。例えば
、変形後のバイモルフ構造の１つまたは複数の部分の厚さの増大は、最大約５５００％、
最大約５０００％、最大約３０００％、最大約２０００％、最大約１０００％、最大約５
００％、または最大約３００％であり得る。いくつかの実施形態では、変形後のバイモル
フ構造の厚さは、約５５００％、約５０００％、約３０００％、約２０００％、約１００
０％、約５００％、約３００％、またはこれらの値の任意の２つの間の範囲だけ増大する
。
【００２６】
　いくつかの実施形態では、変形後の、コポリマーシートのバイモルフ構造の１つまたは
複数の部分の厚さは、約１００μｍ～約３０ｍｍである。例えば、変形後の、コポリマー
シートのバイモルフ構造の１つまたは複数の部分の厚さは、約１００μｍ～約２５ｍｍ、
約１００μｍ～約２０ｍｍ、約１００μｍ～約１５ｍｍ、約１００μｍ～約１０ｍｍ、約
５００μｍ～約３０ｍｍ、約５００μｍ～約２５ｍｍ、約５００μｍ～約２０ｍｍ、約５
００μｍ～約１５ｍｍ、約５００μｍ～約１０ｍｍ、またはそれらの組合せである。いく
つかの実施形態では、変形後の、コポリマーシートのバイモルフ構造の１つまたは複数の
部分の厚さは、約１００μｍ、約３００μｍ、約５００μｍ、約１０ｍｍ、約２０ｍｍ、
約３０ｍｍ、またはこれらの値の任意の２つの間の範囲である。例えばいくつかの実施形
態では、変形前に、それぞれ厚さが４０μｍの６つのバイモルフシート（合計２４０μｍ
の厚さになる）を有する包装材料は、変形後に約１２ｍｍの厚さまで膨張し得る。いくつ
かの実施形態では、コポリマーシートのバイモルフ部分の膨張および厚さの増大は、温度
変化量に依存して決まり得る。一般に、温度変化が大きいほど、コポリマーシートにおけ
るバイモルフ構造の１つまたは複数の部分の膨張の増大が大きくなる。膨張と温度変化の
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比は、各膨張領域および包装材料を構成するポリマー層の形状（すなわち、厚さ、幅およ
び長さ）、ならびに使用されるポリマーの材料特性（ＣＴＥおよび弾性率）によって制御
することができる。
【００２７】
　いくつかの実施形態では、コポリマーシートにおけるバイモルフ構造の１つまたは複数
の部分は、中性温度を超える温度で変形して、１つまたは複数のポケットを作り出すよう
に適合されている。いくつかの実施形態では、コポリマーシートにおけるバイモルフ構造
の１つまたは複数の部分は、中性温度またはそれ未満で変形を元に戻すように適合されて
いる。
【００２８】
　いくつかの実施形態では、中性温度は、約－２０℃～約２０℃である。例えば、中性温
度は、約－２０℃～約１５℃、約－２０℃～約１０℃、約－２０℃～約５℃、約－２０℃
～約０℃、約－１８℃～約２０℃、約－１８℃～約１５℃、約－１８℃～約１０℃、約－
１８℃～約５℃、約－１８℃～約０℃、またはそれらの組合せである。いくつかの実施形
態では、中性温度は、約－２０℃、約－１０℃、約－５℃、約０℃、約５℃、約１０℃、
約１５℃、約１８℃、約２０℃、またはこれらの値の任意の２つの間の範囲である。中性
温度は、製造中に決定することができ、包装される製品の要件に従って選択することがで
きる。中性温度では、各バイモルフ部分において高ＣＴＥを有するポリマーの長さおよび
幅と、低ＣＴＥを有するポリマーの長さおよび幅は等しく、したがって歪みはなく、平面
からの上昇（膨張）はない。いくつかの実施形態では、中性温度は、周囲熱を制御するこ
と、コポリマーシートを延伸すること、またはそれらの組合せによって設定することがで
きる。例えば中性温度は、結合およびコポリマーの形成の前に、指定の周囲中性温度で、
別個の均質なポリマーフィルム（すなわち、高ＣＴＥを有するポリマーと、低ＣＴＥを有
するポリマー）のサイズを定めることによって設定され得る。これにより、両方のポリマ
ーが、指定の温度で同じサイズになり、それによって歪みを確実に排除することができる
。
【００２９】
　図１Ａに示されている通り、いくつかの実施形態では、本明細書に記載の実施形態によ
る包装材料を製造する方法は、高い熱膨張係数（ＣＴＥ）を有する第１のポリマー１００
の層と、低ＣＴＥポリマーを有する第２のポリマー１１０の層を結合することを含み、コ
ポリマーポリマーシート１２０を形成することを含むことができる。得られた二層シート
を、別個の周期点において加熱して、コポリマーシート１２０を形成し、これらの周期点
において画定された層を破壊することができる（図１Ｂ）。シート１２０が熱応力（すな
わち、設定された中性点からの温度変動）に晒されると、バイモルフ構造１３０を有する
シート１２０の部分は変形し（図１Ｃ）、気体ポケットを作り出し、シートの断熱特性を
改善することができる。
【００３０】
　本明細書に記載のいくつかの実施形態は、包装材料を製造する方法を対象とし、この方
法は、高い熱膨張係数を有する第１のポリマーを含む第１の層を、低い熱膨張係数を有す
る第２のポリマーを含む第２の層に結合して、少なくとも１つのコポリマーシートを形成
すること、ならびに少なくとも１つのコポリマーシートの１つまたは複数の別個の部分を
加熱して、コポリマーシートにバイモルフ構造の１つまたは複数の部分を形成することを
含み得る。バイモルフ構造は、第１のポリマーの第１の層および第２のポリマーの第２の
層を含むことができる。この方法は、製品の外観のために、多層シートの外表面に印刷し
た層を加えることをさらに含むことができる。
【００３１】
　いくつかの実施形態では、第１の層を第２の層に結合してコポリマーシートを形成する
ことは、二層形成のための既存の技術を使用して行うことができる。いくつかの実施形態
では、第１の層を第２の層に結合することは、低電力スポット結合（spot bonding）、ラ
イン結合（line bonding）、超音波溶接、溶媒結合、接着性結合、点熱結合（point ther
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mal bonding）、ポリマー性もしくは金属性マイクロリベット、またはそれらの組合せを
含む。
【００３２】
　いくつかの実施形態では、ポリマーの結合した第１の層および第２の層は、二層シート
の全領域にわたっていくつかの位置で無差別に熱結合して、コポリマーシートを作り出す
ことができる。いくつかの実施形態では、バイモルフ効果は、コポリマー領域を作り出す
結合領域では排除される。いくつかの実施形態では、キルティングパターンによって、包
装材料は有効に機能することができる。この方法では、すべてのバイモルフ膨張点がその
上のシートに結合するわけではなく、結合しないままのものもあり、それらは同じ位置に
留まる。コポリマーシートは、大きい結合点において、または包装材料にわたって線形熱
結合によって定期的に結合することができる。これらの大きい結合点は、それら自体が膨
張機能を有することはできない。このようなコポリマーシートは、このような結合の間で
は積層されないので、より多くの空気が捕捉され、それによって断熱が増強され得る。こ
の方法は、包装材料の性能に損傷を与えずに製造を簡素化することができる。
【００３３】
　いくつかの実施形態では、図４に示されている通り、バイモルフ領域は、別個のセグメ
ント４１０（図４Ａ）または細長い領域４２０（図４Ｂ）を形成する、いくつかの二次元
パターンで形成され得る。他のパターンも形成可能な場合がある。次に、コポリマーシー
ト４００を層状化し、したがって多層シート４４０を形成することができる。
【００３４】
　いくつかの実施形態では、コポリマーシートの１つまたは複数の別個の部分を加熱する
ことは、加熱ローラーエンボス技術を使用してコポリマーシートを加熱することを含む。
図５は、包装材料の一実施形態によるロール形成の一例を示している。いくつかの実施形
態では、コポリマーシートの１つまたは複数の別個の部分を加熱することは、垂直配向で
実施することができ、または異なるパターンごとに異なる成型プレス機を使用して実施す
ることができる。図５に示されている通り、例えばローラー５１０を使用して、高い熱膨
張係数を有する第１のポリマーと低い熱膨張係数を有する第２のポリマーを結合すること
ができる。このような結合の後、ロールプレス機５２０を使用して、二層シートの全領域
にわたって細長い領域を熱結合することによって、コポリマーの細長い領域５４０を作り
出して、コポリマーの細長い領域５４０およびバイモルフ構造の細長い領域５５０を有す
るコポリマーシート５００を作り出すことができる。追加のロールプレス機５３０を使用
して、コポリマーシート５００を互いに結合して多層シート５６０を形成することができ
る。
【００３５】
　いくつかの実施形態では、包装材料の製造は、コポリマーシートに熱応力をかけて、バ
イモルフ構造の１つまたは複数の部分を変形することをさらに含むことができる。いくつ
かの実施形態では、コポリマーシートに熱応力をかけることによって、コポリマーシート
に１つまたは複数のポケットを作り出す。いくつかの実施形態では、バイモルフ部分の膨
張は、可逆的である。
【００３６】
　いくつかの実施形態では、この方法は、中性温度を超える温度にコポリマーシートを曝
露することに応じて、バイモルフ構造の１つまたは複数の部分を変形させて、１つまたは
複数のポケットを作り出すことをさらに含む。いくつかの実施形態では、コポリマーシー
トにおけるバイモルフ構造の１つまたは複数の部分は、中性温度またはそれ未満で変形を
元に戻すように適合されている。いくつかの実施形態では、この方法は、周囲熱を制御す
ること、コポリマーシートを延伸すること、またはそれらの組合せによって、中性温度を
設定することをさらに含む。いくつかの実施形態では、コポリマーシートの複数層は、積
層することができ、点結合して、厚さを変更できる強力なバリアを形成することができる
。
【００３７】
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　いくつかの実施形態では、この方法は、複数のコポリマーシートを互いに結合して多層
シートを形成することをさらに含む。複数のコポリマーシートを結合することは、低電力
スポット結合、ライン結合、超音波溶接、溶媒結合、接着性結合、点熱結合、またはそれ
らの組合せを含むことができる。いくつかの実施形態では、複数のコポリマーシートを結
合することは、多層シートにおける第１のコポリマーシートのバイモルフ構造の１つまた
は複数の部分を、多層シートにおける第２のコポリマーシートの１つまたは複数のコポリ
マー部分に結合することを含む。
【００３８】
　いくつかの実施形態は、高い熱膨張係数を有する第１のポリマーおよび低い熱膨張係数
を有する第２のポリマーを含む少なくとも１つのコポリマーシート、ならびに少なくとも
１つのコポリマーシートを使用するための指示を有する、包装材料を調製するためのキッ
トを対象とする。少なくとも１つのコポリマーシートは、第１のポリマーの第１の層およ
び第２のポリマーの第２の層を含む、バイモルフ構造の１つまたは複数の部分を含むこと
ができる。
【００３９】
　本明細書に記載の実施形態の包装材料は、例えば、菓子、冷却食品または冷蔵食品を含
めた食品包装等のために使用することができる。このような状況では、包装は、包装内に
配置される食品または飲料をさらに含む。例えば治療薬、化粧品、物流品等の包装内には
、他の材料も同様に配置され得る。このような包装材料は、低価格で小量の、菓子の断熱
方法を提供することができる。また、このような包装材料は、冷却保存場所の間で輸送さ
れ、または消費者による購入時にすぐに冷蔵されない、最小限に包装された任意の冷蔵ま
たは冷却食料品に適用することができる。さらに、本明細書の実施形態の包装材料は、通
常は薄手フィルム包装を用い、もしくは陳列包装の外観を利用し、ならびに／または製品
が完全で不変であるためには、断熱の増強が有益となり得る、いかなる商品にも適用する
ことができる。フィルムの厚さが薄いほど、ますます小さい作動力で大きい膨張を生じる
ことができる。同様に、用いられるフィルムが厚いほど作動力は大きくなるが、膨張変位
は低減され得る。
【実施例】
【００４０】
実施例１：ポリエチレンテレフタラート層に結合した高密度ポリエチレン層を有する、コ
ポリマーシートの５つの結合層を有する包装材料
　包装材料は、５つの結合したコポリマーシートを含む。各コポリマーシートは、第１の
ポリマー層および第２のポリマー層を含む。第１のポリマー層は、高密度ポリエチレンで
あり、約１２０μｍ／ｍＫの熱膨張係数を有する。第２のポリマー層は、ポリエチレンテ
レフタラートであり、約５０μｍ／ｍＫの低い熱膨張係数を有する。第１および第２のポ
リマー層は、それぞれ４０μｍの厚さを有し、したがって、コポリマーシートごとの厚さ
の合計は８０μｍになり、５つの結合したコポリマーシートの厚さの合計は４００μｍに
なる。それぞれ１２ｍｍの幅を有するバイモルフ部分が、コポリマーシートに形成される
。中性温度は、結合およびコポリマーの形成の前に、指定の周囲中性温度１０℃で、別個
のポリマー層（すなわち、高密度ポリエチレンとポリエチレンテレフタラート）のサイズ
を定めることによって、包装材料の調製中に１０℃に設定される。バイモルフ部分の厚さ
は、１５℃の温度上昇に応答して、２．０４ｍｍまで膨張し、初期厚さ４００μｍから５
１０％増大すると予測される。
【００４１】
実施例２：ナイロン層に結合した線状低密度ポリエチレン層をそれぞれ有する、コポリマ
ーシートの６つの結合層を有する包装材料
　包装材料は、６つの結合したコポリマーシートを含む。各コポリマーシートは、第１の
ポリマー層および第２のポリマー層を含む。第１のポリマー層は、線状低密度ポリエチレ
ンであり、約２２０μｍ／ｍＫの高い熱膨張係数を有する。第２のポリマー層は、ナイロ
ンであり、約７０μｍ／ｍＫの低い熱膨張係数を有する。第１および第２のポリマー層は
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、それぞれ４０μｍの厚さを有し、したがって、コポリマーシートごとの厚さの合計は８
０μｍになり、６つの結合したコポリマーシートの厚さの合計は４８０μｍになる。それ
ぞれ１０ｍｍの幅を有するバイモルフ部分が、コポリマーシートに形成される。中性温度
は、結合およびコポリマーの形成の前に、指定の周囲中性温度５℃で、別個のポリマー層
（すなわち、線状低密度ポリエチレンとナイロン）のサイズを定めることによって、包装
材料の調製中に５℃に設定される。バイモルフ部分の厚さは、５℃の温度上昇に応答して
、１．８８ｍｍまで膨張し、初期厚さ４８０μｍから３９３％増大すると予測される。
【００４２】
実施例３：ポリカルボナート層に結合した超高分子量ポリエチレン層をそれぞれ有する、
５つの結合したコポリマーシートを有する包装材料を調製する方法
　超高分子量ポリエチレン層をポリカルボナート層に接着により結合して、約５０μｍの
厚さを有するコポリマーシートを形成することによって、包装材料を調製する。コポリマ
ーシートを、いくつかの別個の部分で熱結合して、これらの点で画定された層を破壊し、
コポリマーシートにバイモルフ構造を有する１５ｍｍ幅の部分を形成する。バイモルフ領
域は、別個の部分の二次元パターンを形成する。多層シートを、第１のコポリマーシート
のバイモルフ構造の部分を第２のコポリマーシートのコポリマー部分に低電力スポット結
合し、したがって５つのコポリマーシートを一緒になって結合して多層シートにすること
によって製造する。多層シートは、約２５０μｍの厚さを有する。製品の外観のために、
多層シートの外表面に印刷した層を加える。
【００４３】
実施例４：ポリカルボナート層に結合したポリフッ化ビニリデン層をそれぞれ有するコポ
リマーシートの６つの結合層を有する、食品を含有する包装材料
　一片のチョコレートを封入した包装材料は、６つの結合したコポリマーシートを含む。
各コポリマーシートは、第１のポリマー層および第２のポリマー層を含む。第１のポリマ
ー層は、ポリフッ化ビニリデンであり、約１２０μｍ／ｍＫの高い熱膨張係数を有する。
第２のポリマー層は、ポリカルボナートであり、約６０μｍ／ｍＫの低い熱膨張係数を有
する。第１および第２のポリマー層は、それぞれ４０μｍの厚さを有し、したがって、コ
ポリマーシートごとの厚さの合計は８０μｍになり、６つの結合したコポリマーシートの
厚さの合計は４８０μｍになる。それぞれ１０ｍｍの幅を有するバイモルフ部分が、コポ
リマーシートに形成される。中性温度は、結合およびコポリマーの形成の前に、指定の周
囲中性温度５℃で、別個のポリマー層（すなわち、ポリフッ化ビニリデンとポリカルボナ
ート）のサイズを定めることによって、包装材料の調製中に５℃に設定される。バイモル
フ部分の厚さは、５℃の温度上昇、すなわち２５℃から３０℃までの上昇に応答して、１
ｍｍまで膨張し、温度断熱をもたらし、一片のチョコレートは保護されると予測される。
温度上昇に対して包装材料によって付与される断熱に起因して、チョコレートは、溶融せ
ず変形しないと予測される。チョコレートは、望ましくない加熱の徴候である、魅力を損
なう「ブルーム」という白色表面を呈することもない。
【００４４】
　本開示は、本願に記載の特定の実施形態に関して制限されるべきではなく、これらの実
施形態は、様々な態様を例示することを意図する。当業者には明らかになる通り、本発明
の精神および範囲から逸脱することなく、多くの改変および変更を加えることができる。
この文書に列挙されているものに加えて、本開示の範囲に含まれる機能的に等価な方法お
よび装置が、先の説明から当業者に明らかとなろう。このような改変および変更は、添付
の特許請求の範囲に含まれることが意図される。本開示は、特許請求の範囲が権利を付与
される均等物の完全な範囲を含む。本開示は、特定の方法、試薬、化合物、組成物または
生物系に限定されず、これらは当然のことながら変わり得ることを理解されたい。また、
この文書で使用される用語法は、単に特定の実施形態を説明することを目的とし、限定す
ることを意図しないことを理解されたい。
【００４５】
　本明細書における実質的にすべての複数形および／または単数形の用語の使用に対して
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、当業者は、状況および／または用途に適切なように、複数形から単数形に、および／ま
たは単数形から複数形に変換することができる。さまざまな単数形／複数形の置き換えは
、理解しやすいように、本明細書で明確に説明することができる。
【００４６】
　通常、本明細書において、特に添付の特許請求の範囲（たとえば、添付の特許請求の範
囲の本体部）において使用される用語は、全体を通じて「オープンな（ｏｐｅｎ）」用語
として意図されていることが、当業者には理解されよう（たとえば、用語「含む（ｉｎｃ
ｌｕｄｉｎｇ）」は、「含むがそれに限定されない（ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ　ｂｕｔ　ｎｏ
ｔ　ｌｉｍｉｔｅｄ　ｔｏ）」と解釈されるべきであり、用語「有する（ｈａｖｉｎｇ）
」は、「少なくとも有する（ｈａｖｉｎｇ　ａｔ　ｌｅａｓｔ）」と解釈されるべきであ
り、用語「含む（ｉｎｃｌｕｄｅｓ）」は、「含むがそれに限定されない（ｉｎｃｌｕｄ
ｅｓ　ｂｕｔ　ｉｓ　ｎｏｔ　ｌｉｍｉｔｅｄ　ｔｏ）」と解釈されるべきである、など
）。導入される請求項で具体的な数の記載が意図される場合、そのような意図は、当該請
求項において明示的に記載されることになり、そのような記載がない場合、そのような意
図は存在しないことが、当業者にはさらに理解されよう。たとえば、理解の一助として、
添付の特許請求の範囲は、導入句「少なくとも１つの（ａｔ　ｌｅａｓｔ　ｏｎｅ）」お
よび「１つまたは複数の（ｏｎｅ　ｏｒ　ｍｏｒｅ）」を使用して請求項の記載を導くこ
とを含む場合がある。しかし、そのような句の使用は、同一の請求項が、導入句「１つま
たは複数の」または「少なくとも１つの」および「ａ」または「ａｎ」などの不定冠詞を
含む場合であっても、不定冠詞「ａ」または「ａｎ」による請求項の記載の導入が、その
ように導入される請求項の記載を含む任意の特定の請求項を、単に１つのそのような記載
を含む実施形態に限定する、ということを示唆していると解釈されるべきではない（たと
えば、「ａ」および／または「ａｎ」は、「少なくとも１つの」または「１つまたは複数
の」を意味すると解釈されるべきである）。同じことが、請求項の記載を導入するのに使
用される定冠詞の使用にも当てはまる。また、導入される請求項の記載で具体的な数が明
示的に記載されている場合でも、そのような記載は、少なくとも記載された数を意味する
と解釈されるべきであることが、当業者には理解されよう（たとえば、他の修飾語なしで
の「２つの記載（ｔｗｏ　ｒｅｃｉｔａｔｉｏｎｓ）」の単なる記載は、少なくとも２つ
の記載、または２つ以上の記載を意味する）。さらに、「Ａ、Ｂ、およびＣなどの少なく
とも１つ」に類似の慣習表現が使用されている事例では、通常、そのような構文は、当業
者がその慣習表現を理解すると思われる意味で意図している（例えば、「Ａ、Ｂ、および
Ｃの少なくとも１つを有するシステム」は、Ａのみ、Ｂのみ、Ｃのみ、ＡおよびＢを共に
、ＡおよびＣを共に、ＢおよびＣを共に、ならびに／またはＡ、ＢおよびＣを共に、など
を有するシステムを含むであろうが、それに限定されない）。２つ以上の代替用語を提示
する事実上いかなる離接する語および／または句も、明細書、特許請求の範囲、または図
面のどこにあっても、当該用語の一方（ｏｎｅ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｔｅｒｍｓ）、当該用語
のいずれか（ｅｉｔｈｅｒ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｔｅｒｍｓ）、または両方の用語（ｂｏｔｈ
　ｔｅｒｍｓ）を含む可能性を企図すると理解されるべきであることが、当業者にはさら
に理解されよう。たとえば、句「ＡまたはＢ」は、「Ａ」または「Ｂ」あるいは「Ａおよ
びＢ」の可能性を含むことが理解されよう。
【００４７】
　さらに、本開示の特徴または態様が、マーカッシュグループに関して説明されている場
合、当業者は、本開示がそれによってマーカッシュグループの任意の個々のメンバーまた
はメンバーのサブグループに関して説明されていることも認識されよう。
【００４８】
　また当業者に理解される通り、この文書に開示のあらゆる範囲は、書面による説明を提
供するなどに関する任意のすべての目的で、ありとあらゆる部分範囲およびその部分範囲
の組合せを網羅する。列挙されている任意の範囲は、その範囲が少なくとも２等分、３等
分、４等分、５等分、１０等分などに分割されることを十分に説明し、可能にするもので
あると容易に認識することができる。非限定的な例として、この文書で論じられている各
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範囲は、３等分のうちの下位、中位、上位などに容易に分割することができる。また、当
業者に理解される通り、「最大」、「少なくとも」等のあらゆる用語は、列挙される数を
含み、その後、先に論じた通り部分範囲に分割され得る範囲を指す。最後に、当業者に理
解される通り、ある範囲は個々の各メンバーを含む。したがって、例えば１～３個の結合
を有する基は、１つ、２つ、または３つの結合を有する基を指す。同様に、１～５個の結
合を有する基は、１つ、２つ、３つ、４つ、または５つの結合を有する基などを指す。
【００４９】
　前述のことから、本開示の様々な実施形態は、この文書では例示目的で説明されており
、本開示の範囲および精神から逸脱することなく様々な改変を加え得ることを理解されよ
う。したがって、この文書に開示の様々な実施形態は、限定することを意図せず、真の範
囲および精神は、以下の特許請求の範囲によって示される。

【図１Ａ】

【図１Ｂ】

【図１Ｃ】

【図２】

【図３】

【図４Ａ】

【図４Ｂ】
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